
























佐々木　私は 2014 〜 2017 年度の 4 年間、全カリ部長を務めました。任期中にあっ




















そうして 2014 年 11 月ごろに、グローバル教養副専攻のワーキンググループが作ら




























































は、それよりもっと前の 1990 年代から 2000 年ごろの学生の親御さんたちの世代だ








































＆ Culture Course」（以下、L ＆ C コース）と、総合系科目構想・運営チームが運営
する科目を中心とした「Arts ＆ Science Course」（以下、A ＆ S コース）があります。
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られたときの意図の通りやっていないということがあります。「124 単位」を 4 年で割
ると、1 年間におよそ 30 単位を履修すれば卒業できます。
Language ＆ Culture Course 履修モデル
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特集　グローバル教養副専攻が目指すもの
1 年間に 30 単位ということは、1 学期に 15 単位。1 科目はだいたい 2 単位なので、
1 学期 15 単位ということは、科目数はおよそ 7.5 科目ですよね。でも日本の学生は、
4 年次に就職活動があるため、3 年間でおよそ 120 単位を取るという勢いで履修して
いきます。そのために日本の大学生は 1 つの科目の予習復習に時間が取れない。欧米









3 分の 1 が 3 年もすれば辞めてしまうという現象は、日本の大学生の就職活動の習慣




































































































































































業省の推計によると、IT 人材は 2015 年時点で 17 万人不足しています。さらに 2030
年には需要が拡大し、最大で約 79 万人不足する見込みです。
データサイエンスで学んだことは、企業において即戦力として求められるスキルに直
結するでしょう。例えば、ある企業に眠っている膨大な「顧客データ」単独では、新商
品の開発に結び付きません。しかし、そのデータに「気象情報」や「過去の売り上げデー
タ」、あるいは「SNS の書き込みデータ」を組み合わせ、分析することにより、新商品
の開発や効果的なマーケティング戦略を打ち出すことができるようになります。そのた
めには、IT スキルや統計的分析力、一見無関係に見えるあらゆる情報間の関係を探る
するどい嗅覚など、自らの専門性を活かした幅広い知識が求められます。そのような力
はグローバルに展開する企業においては必須能力と考えられており、企業はそのような
人材を必要としているのです。
